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論文要約

　スルメイカについて，可食部各部位や水揚げ月によるカドミウム濃度の違いや変動を調べるために
ICP-MS 法によって分析を行った。又，イカ中の生物濃縮について調べるため海水中のカドミウム濃度
も分析した。イカ肝臓中の濃度は約 10mg/kg 生程度であり，体内の他の部位よりも 102 〜 104 倍大きく，
カドミウムに対するイカ肝臓中の生物濃縮係数は 105L/kg 生の水準であった。
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ABSTRACT

　　Cadmium concentrations in Japanese flying squid was analyzed by ICP-MS to study the 
difference of the concentration in the eatable parts of the body and to know the variation of the 
concentration according to the landing month of the squid. Cadmium concentration in seawater was 
also analyzed to study the biological accumulation in the squid. The concentration in the lever of the 
squid was confirmed to be about 10 mg/kg  raw or more and the value was 102 to 104 times larger 
than those in other parts of the body and the bioaccumulation factor for cadmium in the lever of the 
squid  was in the level of 105 L/kg  raw.
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ICP-MS によるスルメイカ及び海水中のカドミウム濃度分析（福沢・村中）

⑶式にイカ胴体中カドミウム濃度 0.0885（mg/kg 生）
及び八戸地域沿岸海水中のカドミウム濃度平均値 3.1 ×
10 − 5（mg/L）を代入すると以下のようになる。

⑶式にスルメイカ肝臓中のカドミウム濃度平均値を代入
すると以下のようになる。

6. まとめ

⑴スルメイカでは，カドミウムは主として肝臓に蓄積し
ていることを確認した。 

⑵外套膜（胴体），腕（ゲソ）のカドミウム濃度は国際
基準値 2mg/kg 生の 5% 以下であることを確認した。 

⑶ 6，7，8 月水揚げのスルメイカではカドミウム濃度は
低濃度であるが，9 月，10 月では濃度が増加した。こ
れは生育後半の秋以後に濃度増加が著しいことを示す
と考えられる。 

⑷八戸地域の海水中のカドミウム濃度は 0.03 μ g/L 程
度であり，標準海水のカドミウム濃度に近い値を示し，
人為的な汚染は少ないと考えられる。 

⑸ 9 月水揚げスルメイカの生物濃縮率は外套膜（胴体）
では 3 × 103L/kg，肝臓で 5 × 105L/kg 程度であった。 
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0.0885（mg/kg生）
3.1×10－5（mg/L）

2.85×103（L/kg生）生物濃縮係数（L/kg生）

14.2（mg/kg生）
3.1×10－5（mg/L）

4.58×105（L/kg生）生物濃縮係数（L/kg生）






